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Customs and Trade Automated Interface Requirements

	保税運送


	本章は船荷証券付き保税運送の入出力ﾚｺｰﾄﾞ、保税運送の更新/責任の移転の入出力ﾚｺｰﾄﾞ及び状態通知ﾚｺｰﾄﾞに関するﾚｺｰﾄﾞ形式を提供する。それはまた生物（兵器）テロ/FDA（食品医薬品局）ﾃﾞｰﾀを送信するための独立した方法を提供する。


ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理










INB‑5

ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ処理は、保税移送と関連した船荷証券ﾃﾞｰﾀの送信又は既存の陸上AMS（船荷）証券に基く保税運送の開始のために使用される。

保税運送の更新/責任の移転








INB‑7
保税運送の更新/責任の移転はそれぞれ到着、出発、輸出し、及び保税運送責任を移転するために使用される。
状態通知











INB‑7

状態通知は申告者に、証券関連ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ及びQPで送信された保税運送及び鉄道　AMS証券ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて通知する。
ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP10 (入力)








INB‑9

保税運送ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP20 (入力)








INB‑12
保税運送に関する（船荷）証券の輸入輸送機関情報を含む条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP30 (入力)








INB‑14
船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP32 (入力)








INB‑16
二義的通告宛先を指定するために使用される任意の入力ﾚｺｰﾄﾞ

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP33 (入力)








INB‑17
積荷と関連する追加の参照識別子を報告するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP40 (入力)








INB‑18
保税運送と関連する積荷目録及び船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP50 (入力)








INB‑20
当該船荷証券にまさに記されている通りに、外国の荷送人名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP51 (入力)








INB‑21
外国の荷送人住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP52 (入力)








INB‑22
外国の荷送人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP55 (入力)








INB‑23
当該船荷証券にまさに記されている通りに、その荷受人名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP56 (入力)








INB‑24
荷受人住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP57 (Input)








INB‑25
荷受人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP60 (入力)








INB‑26
当該船荷証券にまさに記されている通りに、その着荷通知先名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP61 (入力)








INB‑27
着荷通知先住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP62 (入力)








INB‑28
着荷通知先の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP65 (入力)








INB‑29
その船荷証券と関連するｺﾝﾃﾅ番号及び封印番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
　　　   
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP70 (入力)








INB‑30
前述のｺﾝﾃﾅ･ﾃﾞｰﾀ（ﾚｺｰﾄﾞ(QP) 65）で報告される貨物と関連する実行関税率表ｺｰﾄﾞを送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP71 (入力)








INB‑31
（積載）貨物の説明を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP72 (入力)








INB‑32
記号及び番号に関する情報を特定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP75 (入力)








INB‑33
連邦規則集(CFR)の49番目に定義されるところの、危険物に関連する情報を特定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP76 (入力)








INB‑35
(QP) 75ﾚｺｰﾄﾞで提供される情報に加えて、自由形式の危険物種別ﾃﾞｰﾀを指定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QT95 (出力)








INB‑36
保税運送の到着、出発、輸出、又は担保責任の移転の承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP10 (入力)








INB‑37
CBPに保税運送の到着、出発又は輸出を通知し、若しくは担保責任を移転するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ。このﾚｺｰﾄﾞはまたBTAﾃﾞｰﾀの単独提出にも使用される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP20 (入力)








INB‑40
CBPに保税運送の到着、出発又は輸出を通知し、若しくは担保責任を移転するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子OI ﾊﾞｲｵﾃﾛ法（BTA）単独事前通知(入力) 




INB‑42
送り状の品目名についての商品説明を提供する、必須のその他政府機関の商業送り状品目説明入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD01ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)





INB‑43
必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）(BTA)/食品医薬品局(FDA)入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD02ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)





INB‑44
最大５品目名までの数量及び測定単位に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）(BTA)/食品医薬品局(FDA)入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD03ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)





INB‑47
価格、荷受人、商標及びｺﾝﾃﾅ寸法に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）(BTA)/食品医薬品局(FDA)入力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD04ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)





INB‑48
数量、測定単位、連絡先、電話番号及びその単位ﾍﾞｰｽ当たりの数値に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）(BTA)/食品医薬品局(FDA)入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD05ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)





INB‑49
（法令）遵守の確認コード及び遵守の確認 限定子に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）(BTA)/食品医薬品局(FDA)入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WT95 (出力)








INB‑50
保税運送の到着、出発、輸出、若しくは担保責任の移転の承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ。このﾚｺｰﾄﾞはまたBTA提出物のCBP承諾又は拒絶に関連する情報を提供するためにも使用される。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子BN01 (出力)








INB-51
WP（ﾚｺｰﾄﾞ）でのBTA提出物に関連する”ﾍｯﾀﾞｰ”情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子BN02 (出力)








INB-52
WP（ﾚｺｰﾄﾞ）でのBTA提出物に関連するPN（事前通告）確認番号及びFDA拒絶情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05 (出力)








INB‑54
これは鉄道・自動積荷目録ｼｽﾃﾑに参加するABI申告者に輸送機関情報を提供するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞである。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10 (出力)








INB‑55
その状態［ｽﾃｰﾀｽ］情報が（CBPから）送信される保税運送を識別するために必要なﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀから成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS30 (出力)








INB‑56
特定の船荷証券に関連する通知情報から成る必須の出力ﾚｺｰﾄﾞ.

ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS40 (出力)








INB‑58
特定の船荷証券に関連する追加の通知情報から成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS50 (出力)








INB‑59
（処分の対象）船荷証券の告示又は輸入輸送機関の状態に関連する備考から成る条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS60 (出力)








INB‑60
それについて（ｺﾝﾃﾅ）状態通知(NS60)が発行される(NS30)船荷証券と関連する全てのｺﾝﾃﾅを識別する条件付出力ﾚｺｰﾄﾞ
保税運送
本章は船荷証券付き保税運送の開始、保税運送/出発/到着/責任の移転/輸出、及びAMS鉄道貨物引換証に関連する状態通知ﾚｺｰﾄﾞを提供する。本章はまた保税運送用BTAﾃﾞｰﾀの単独申告、外国貿易地域(FTZ)に入る貨物及びその他単独提出の場合にも使用できる。
トランザクション処理
一つ以上の保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝﾚｺｰﾄﾞを合衆国・税関国境警備局(CBP)に送信できる。保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝは、保税運送ﾍｯﾀﾞｰ及び船荷証券の管理情報を含む少なくとも２個の必須のQPﾚｺｰﾄﾞ（航空貨物では３個）から成る。一定の条件を満たす時はいつでも含まれる、18個の追加の船荷証券付き保税運送ﾚｺｰﾄﾞがある。当該ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを作り上げる保税運送ﾚｺｰﾄﾞは、必要に応じて繰り返される一定のﾚｺｰﾄﾞ名の分節(QP10<20<30)で昇順にCBPへ送信されなければならない。

（訳者注；本章でairとは原則Air In-Bondの章を指すものとする。また、その訳語；

　　　　　航空貨物の保税運送を略して航空貨物と表示する）

保税運送又はBTA送信が受理される前に次の要件を満たさなければならない：
· 通関業者は(CATAIR)納税申告をいつでも使えるようになっていなければならない。
· 通関業者は(CATAIR) 保税運送をいつでも使えるようになっていなければならない。
· 非通関業者は、適切なｿﾌﾄｳｪｱを獲得し、所要の通信ﾘﾝｸを確立しているという条件で、参加を許される。非通関業者は(CATAIR)納税申告を試験することになっており、それから(CATAIR)保税運送をいつでも使えるようになる。
· もし、当該貨物が海上/鉄道/航空AMS（自動積荷目録ｼｽﾃﾑ）参加者により輸入されていたなら、その運送業者はQPﾃﾞｰﾀの送信より前に当該（船荷）証券を送信していなければならない。もし、当該貨物が、当初、自動化した申告ｼｽﾃﾑを利用しない海上又は鉄道運送業者により輸入されていたなら、そのQP参加者は完全な船荷証券情報をQP送信に加えなければならない。
· BTAﾃﾞｰﾀ提出のためにWP申告をする企業･団体もまた、(CATAIR)納税申告及び(CATAIR)保税運送・運用のための試験をすることになっている。
· BTAﾃﾞｰﾀのWP送信は、当該AMS証券、輸入申告、保税運送又はFTZ ﾃﾞｰﾀが現在ACSにあろうとなかろうと、処理される。
· BTAﾃﾞｰﾀのWP送信は、航空を含む全ての輸送方式により輸入された貨物に使用できる。
CBPF-7512文書がCBPに、保税運送の出発及び到着港の両方で提出されなければならない。それはまたそのﾃﾞｰﾀが電子的に提出されていることをも示唆しているに相違ない。  これは”QP保税運送承認済み”と明言するために、’透かし’或いは当該様式のその記述領域に特大活字を使用することにより行える。
2002年の通商法の規定に基づき、もし、CBPF-7512様式がﾊﾞｰｺｰﾄﾞを有するなら、QP保税運送は初段ﾌﾞｰｽ処理の便宜を提供される。そのﾊﾞｰｺｰﾄﾞは次のように書式設定されている必要がある：
（ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ番号）
QP01NNNNNNNNN

　　
ここで、
QP – 適用業務識別子

　　　01 - ｾﾞﾛ･ｲﾁ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ番号

　　　9桁の保税運送番号
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞは中密度のｺｰﾄﾞ39型で構築され、それが説明ﾌｨｰﾙﾄﾞに印刷されることになっている。その代わりに、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞがｽﾃｯｶｰとして、即ち、表紙に付いていても良い。
外国貿易地域(FTZ)又は保税倉庫からの保税引取りにQPを使用する場合、QP利用者は当該引取りに関する完全な証券又は代用証券の情報を提供しなければならない。QPFTZ（外国貿易地域からの保税運送）では、運送業者は全て自動化されていないと見なされる。如何なる事情があっても、こう言う状況で輸入品の正本船荷証券が使われてはならない。  外国貿易地域(FTZ)又は保税倉庫引取りをする時、QP10のFTZ（/保税倉庫）引取り指標が設定されていなければならず、また、幾つかの関連ﾌｨｰﾙﾄﾞで提供されるﾃﾞｰﾀは（外国貿易）地域情報との繋がりがなければならない。FTZ又は保税倉庫からの引取りを基に保税移送を作成するにおいて、もし、運送業者のSCACがないか若しくはそれが分からないなら、その運送業者のSCACに代えてFTZ又は保税倉庫のFIRMSｺｰﾄﾞを使用できる。FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。
BTA/FDA要件を遵守するために、QP利用者は当該貨物が2002年のバイオテロリズム法の規制を受けるかどうかを示さなければならない。QP10の標識は全ての保税運送（申告）種類について要求される。
保税運送出力QTﾚｺｰﾄﾞは、CBPへの保税運送ﾃﾞｰﾀ送信に誤りがあった若しくは誤りがなかったかどうかを示すﾒｯｾｰｼﾞを参加者に提供する。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP10及びQP30（航空貨物については、QP10, QP20及びQP30）は保税運送を開始するための必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP32（航空貨物では使用されない）はどんな時にも任意である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP20, 33, 40, 50, 51, 52, 55, 56, 57, 60, 61, 62, 65, 70, 71, 72, 75,及び76は条件付の船荷証券入力ﾚｺｰﾄﾞ（航空貨物では使用されない）である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP20は、申告者が船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信している場合に限り使用される。 

申告者が船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信する時（航空貨物（保税運送）では船荷証券ﾃﾞｰﾀを受理しない）、ﾚｺｰﾄﾞQP40, 50, 55, 65,及び71が必須である。ﾚｺｰﾄﾞ（の識別子QP）70は開始される保税運送が（保税運送申告）種類62又は63の場合に限り必須である。ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP51, 52, 56, 57, 60, 61, 62, 72, 75,及び76は、船荷証券送信について条件付である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はQPである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子QT95は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
QT10, 20及び/又は30ﾚｺｰﾄﾞは、該当する各入力ﾚｺｰﾄﾞの後にQT95ﾚｺｰﾄﾞの形で受理、拒否又は警告ﾒｯｾｰｼﾞを付けて、当初の入力通り申告者に返却される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はQTである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

保税運送の更新/責任の移転/BTA
保税運送の更新/責任の移転/BTA（ﾊﾞｲｵﾃﾛ法）はそれぞれ到着、出発、輸出し、保税運送責任を移転し、及びBTA（ﾊﾞｲｵﾃﾛ法）ﾃﾞｰﾀを提出するために使用される。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP10及び20は、保税運送に関する到着又は輸出の報告時及び保税運送の責任の移転の時に必須である（航空貨物については常に必須である）。
適用業務識別子WPをBTAﾃﾞｰﾀの送信に使用する時に、ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP10, OI BTA, FD01, FD02, FD03, FD04, 及びFD05は必須である。OIからFD05までのﾚｺｰﾄﾞｾｯﾄ内では、遵守の確認が重複するはずがない。例えば、２つの船荷証券を持つ１つの保税運送を報告する時、貴方はWP（ﾚｺｰﾄﾞ）とその後に続く、最初の船荷証券に関連するOI BTAからFD05までのﾚｺｰﾄﾞ、そしてそれから、２番目の船荷証券に関連するOI BTAからFD05までのﾚｺｰﾄﾞから成る２番目のｾｯﾄを送信しなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はWPである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

出力：  ﾚｺｰﾄﾞの識別子WT95は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。各出力は、到着、輸出又は保税運送の責任移転の報告時に当初入力した通りに、WP10及びWP20ﾚｺｰﾄﾞを含むことになっている。
BTAﾃﾞｰﾀを報告する時に、ﾚｺｰﾄﾞの識別子WT95は必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。各出力は当初の入力通りに、WP10ﾚｺｰﾄﾞを含むことになっている。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はWTである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

状態通知
鉄道AMSﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞに協力するABI申告者について、船荷証券状態ﾒｯｾｰｼﾞがこのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝで送信される。ﾒｯｾｰｼﾞには、これに限定するものではないが、保留、（指定）品目の即時引渡し・法令遵守審査要件及びCBPのｷｰﾜｰﾄﾞ付き説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞが含まれる。
QP参加者は、彼等がACSに送信する証券に関するﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝについて、そして、それら（ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ）が既存のAMS証券に帰属する保税運送についてNS（出力）ﾒｯｾｰｼﾞを受け取ることになる。 

入力： 状態通知の入力ﾚｺｰﾄﾞはない。
出力：保税運送について、ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10及び30は必須であり、一方、ﾚｺｰﾄﾞの識別子(NS)40,50及び60は条件付である。鉄道AMS状態通知について、ﾚｺｰﾄﾞの識別子30は必須であり、一方、ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05, 40, 50, 及び60は条件付である（航空貨物のNSﾚｺｰﾄﾞはない）。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はNSである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP10 (入力)
これは保税運送ﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	アクションの　コード
	1A
	3
	M
	取るべきｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。　　　　　有効なｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞは次の通り：
A = 保税運送を追加

B = 証券単位で削除 (航空貨物には使用されない)

D = 保税運送全体を削除。

"D"が使用される時はいつでも、当該保税運送番号が予めﾌｧｲﾙされていなければならない。
	

	保税運送申告　種類
	2N
	4‑5
	M
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
61 = 即時輸送  (IT)

62 = 保税運送後輸出 (T&E)

63 = 直輸出  (IE) 
	

	保税運送番号

	12AN
	6‑17
	M
	その保税移送を識別する番号。もし、保税運送番号が12桁未満なら、左寄せすること。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。FTZ及び（税関の）保税倉庫引取りでは、従来の9桁保税運送番号が使用されなければならない。 
	

	キャリアコード
	4X
	18‑21
	M
	保税運送業者［ｷｬﾘｱ］又は国際航空輸送業者の運送会社識別コード(SCAC)を表すコード。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、SCACに代えてFTZ又は保税倉庫の施設情報源管理システム(FIRMS)コードを使用できる。そのFIRMSコードはAMSが利用できる場所でなければならない。それはQP20のFIRMSｺｰﾄﾞ”外国貿易地域のFIRMSｺｰﾄﾞ”と一致しなければならない。
	

	合衆国内の仕向け港
	4N
	22‑25
	M
	即時輸送(61)申告については終着CBP港/空港、又は保税運送後輸出(62)申告については輸出港/空港、又は直輸出(63)申告については到着港/空港、を表す国勢調査別表Ｄのコード。
	

	国外の仕向け地
	5N
	26‑30
	C
	保税運送後輸出(62)申告又は直輸出(63)申告の国外仕向け港/空港を表す国勢調査別表Ｋのコード。即時輸送(61)申告については空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。有効なｺｰﾄﾞについて本刊行物の補遺Bを参照のこと。
	

	価格
	8N
	31‑38
	C
	保税移送したものに関する完全（整数）ドル表示の価格。もし、その価格が分からないなら、1キログラム当たり２０ドルを使用できる。ｾﾞﾛを超えなければならない。これはQP10の保税運送申告種類が 62又は63の時に要求される。
	

	保税運送業者の身分証明(ID) 
	12X
	39‑50
	M
	保税運送業者の身分証明(ID)番号を表すコード（輸入者番号若しくは内国歳入庁(IRS)番号とも呼ばれる）。
	1

	外国貿易地域(FTZ)/／保税倉庫（引取り）標識　
	1A
	51
	C
	FTZ又は（税関の）保税倉庫からの保税移動を報告する時‘Y’を使用する。そうでなければ、（それは）空白でなければならない。航空（貨物）ではｻﾎﾟｰﾄされていない。
	

	バイオテロ法/　食品医薬品局
標識


	1A
	52
	M
	バイオテロ法(BTA)の規制を受ける、 ITとT&E又はその他貨物の（いずれか１つの）保税運送を報告する時、"Y"を使用すること。BTA報告の対象にならない、IE移送とその他貨物については"N"を使用すること。
	2

	フィラー
	28AN
	53‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
保税運送業者識別符号の有効な書式は次の通り：
NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
これらの符号において、N = 数字、 X = 英数字、 YY = その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP = その番号が割当てられた場所の地区/通関地符号。
「注
2」
BTA標識は2002年のﾊﾞｲｵﾃﾛ法実施第２段階で必須になっている。それは全てのQP保税運送に適用され、BTA報告の対象になる全てのIT（種類 61）及びT&E（種類 62）については、"Y"に設定されなければならない。IE（種類63）輸送はこの報告を免除され、その標識は"N"に設定されなければならない。
「注
2」－ 続き
FTZ又は（税関の）保税倉庫に入る、BTAの規制を受ける一切の貨物を報告するためにWPﾚｺｰﾄﾞが使用される。FTZ又は（税関の）保税倉庫から出る全ての保税移送は（BTAﾃﾞｰﾀ）報告を免除され、そしてBTA標識が"N"に設定されなければならない。
もし、貴方の積荷がﾊﾞｲｵﾃﾛﾘｽﾞﾑ法(BTA)の規制を受けるなら、FDAｳｪﾌﾞ･ﾎﾟｰﾀﾙを通じて、又は適切なABI入力適用業務を通じて、貴方は同じくFDAﾃﾞｰﾀを本章のWPの拡張型・適用業務によって提出しなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP20 (入力)
これは保税運送に関する（船荷）証券の輸入輸送機関情報を含む条件付入力ﾚｺｰﾄﾞ（航空貨物では必須）である。

このﾚｺｰﾄﾞは、保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼﾖﾝに含まれる船荷証券であって、AMS輸送機関で輸入されないものに要求される。しかしながら、後続の保税運送を予め存在する保税移送に追加する時、AMS（輸送）状態の如何に係わらずこれを送信してはならない。
このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP20 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	キャリアコード
	4AN
	3‑6
	M
	輸入運送業者を表すｺｰﾄﾞ。船舶運送業者について、これは運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)である。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、SCACに代えてFTZ又は保税倉庫の施設情報源管理システム(FIRMS)コードを使用できる。そのFIRMSコードはAMSが利用できる場所でなければならない。
	1

	輸送方式 (MOT) 符号
	2N
	7‑8
	M
	当該輸入運送業者が使用する輸送の種類を示す符号。有効な符号は次の通り：
10 = 船舶、コンテナ以外若しくは（それが）コンテナかどうかを確認できないもの（はしけ運送、大陸横断鉄道及びラッシュ船を含める）。　　　　　　　　　　　

11 =コンテナ輸送方式の船舶（ｺﾝﾃﾅ）
20 =鉄道（コンテナ以外）

30 = 貨物自動車（コンテナ以外）

40 = 空輸（コンテナ以外）

FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引

取りの結果として起こされた保税運送
については、輸送方式符号はどのよう
な値でも良い。
	1

	輸入運送業者の国符号

	2A
	9‑10
	C
	当該輸入運送業者の船旗国を表す国際標準化機構(ISO)国符号。航空貨物又はFTZ若しくは（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送では要求されない。  
	1

	輸入貿易用の輸送機関名称
	23X
	11‑33
	C
	その輸送機関を特定する名称。航空貨物では要求されない。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白とする。
	1

	船旅/航海・番号


	5X
	34‑38
	C
	荷主積荷目録上に示されているところの輸入運送業者の船旅又は航海の番号。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、少なくとも１文字は必要である。
	1

	フィラー
	7AN
	39‑45
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	輸入輸送機関到着の地区/通関地
	4N
	46‑49
	M
	積み降ろしCBP港(DDPP)を表す国勢調査別表Ｄのコード。航空貨物では要求されない。
	1

	到着予定日
	6N
	50‑55
	C
	積み降ろし港への到着予定日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での日付。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、これは必要なし。
	1

	外国貿易地域の FIRMS コード
	4AN
	56-59
	C
	QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、FTZ又は（税関の）保税倉庫のFIRMSコードを提供すること。航空貨物では要求されない。そのFIRMSｺｰﾄﾞは有効な、現在使えるものであって、かつ、有効なｺｰﾄﾞ'2'の保管税関担保、ｺｰﾄﾞ'4'の外国貿易地域（事業者）税関担保、又はｺｰﾄﾞ'10'の多用途税関担保がついていなければならない。もし、そのFIRMSｺｰﾄﾞが与えられるなら、それはQP10の”ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ”及びQP20の”ｷｬﾘｱｺｰﾄﾞ”で提供されるFIRMSｺｰﾄﾞと一致しなければならない。
	

	フィラー
	21AN
	60‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、この情報は外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫の通関地及びその地域からの移送に関連するものである。最初の輸入（ﾃﾞｰﾀ）を参照してはならない。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP30 (入力)
これは船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。当該保税運送に関連する全ての船荷証券を伝達するために、複数の(QP)30ﾚｺｰﾄﾞを使用すること。

このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP30 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	アクションの　コード
	1A
	3
	M
	取るべきｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。　　　　有効なｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞは次の通り：
A =（船荷）証券ﾃﾞｰﾀを追加
D =（船荷）証券ﾃﾞｰﾀを削除
申告者により送信された船荷証券を削除する時はいつでも、ﾚｺｰﾄﾞQP32からQP76までを送信してはならない。航空貨物には使用されない。　　　　　
	

	船荷証券標識
	1A
	4
	M
	Y（はい）でなければならない。2002年の通商法の実施によって、各保税運送には有効なSCAC及び（船荷）証券番号を含めなければならない。もし、輸入又は証券作成・運送業者が通し番号を提供できないなら、貴方はこの次の”ﾏｽﾀｰ船荷証券番号”欄の９桁の保税運送番号を送信すればよい。
	

	連続番号
	4AN
	5‑8
	O
	その（船荷）証券番号を識別する連続番号。この連続番号は(QP)30ﾚｺｰﾄﾞで報告され、対応する入力ﾃﾞｰﾀに対するCBPが生成した証券番号と関連付けるために使用される。航空貨物には使用されない。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	9‑12
	M
	実際にその船荷証券を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。証券の発行者を輸入運送業者と混同してはならない。「不明」は受け入れられない。FTZﾌﾗｸﾞが‘Y’に設定されている場合、当該地域からの引取りに関する運送業者のSCACを使用すること。航空貨物には使用されない。
FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送について。SCACに代えてFTZ又は保税倉庫のFIRMSコードを使用できる。FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。
	1

	ﾏｽﾀｰ船荷証券　番号
	12AN
	13‑24
	C
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まぬこと。
FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、ﾏｽﾀｰ船荷証券番号はFTZ入場番号又は保税倉庫入庫番号のはずである。最初の合衆国への輸入のための実際のﾏｽﾀｰ船荷証券番号を使用してはならない。   
	1

	ﾊｳｽ運送状番号　発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	25‑28
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾊｳｽ運送状番号

	12AN
	29‑40
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞはﾊｳｽ運送証券である航空貨物運送状に用いられる。
	

	ｻﾌﾞﾊｳｽ運送状　番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	41‑44
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。 空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞﾊｳｽ運送状　番号
	12AN
	45‑56
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞはｻﾌﾞﾊｳｽ運送証券である航空貨物運送状に用いられる。
	

	前回の保税運送番号
	12AN
	57‑68
	C
	前回の保税移送を識別する番号。もし、その保税運送番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。FTZ又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、このﾌｨｰﾙﾄﾞは空白［ｽﾍﾟｰｽ］でなければならない。
	

	保税運送数量
	10N
	69-78
	M
	その保税運送数量がAMS船荷証券又はあらかじめ送信された船荷証券の全証券数量未満の場合に使用される。
	

	フィラー
	2AN
	79‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、この情報は外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの移送に関連するものである。最初の輸入又は当該貨物をそのFTZに持ち込んだ保税移送を参照してはならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP32 (入力)
これは二義的通告宛先を指定するために使用される任意の入力レコードである。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP32 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に32に等しくなければならない。
	

	二義的通告宛先　ｺｰﾄﾞ
	9AN
	3‑11
	M
	１番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	二義的通告宛先　ｺｰﾄﾞ
	9AN
	12‑20
	O
	２番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	二義的通告宛先　ｺｰﾄﾞ
	9AN
	21‑29
	O
	３番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	二義的通告宛先　ｺｰﾄﾞ
	9AN
	30‑38
	O
	４番目の二義的通告宛先を表すｺｰﾄﾞ。
	1

	フィラー
	42AN
	39‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
もし、第２着荷通知先(SNP)が運送会社識別コード(SCAC)なら、左寄せすること。そのSCAC（運送会社）は、ﾒｯｾｰｼﾞを送信する前に海上/鉄道AMSで自動化されていなければならない。もし、そのSNP（第２着荷通知先）がABI申告者なら、そのｺｰﾄﾞはNNNNXXXNNである。ここで、NNNNはSNPのCBP港(DDPP)を表す国勢調査別表Ｄのコード；XXXは申告者ｺｰﾄﾞ；及びNNは申告者が使用していれば、その事務所ｺｰﾄﾞである。申告者を特定する時に、それはﾒｯｾｰｼﾞを送信する以前にQP保税運送に関与しているものでなければならない。
外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫からの引取りの結果として起こされた保税運送については、SCACに代えてFTZ又は保税倉庫の施設情報源管理システム(FIRMS)コードを使用できる。FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。そのFIRMSｺｰﾄﾞはQP20の’外国貿易地域のFIRMSｺｰﾄﾞ’のFIRMSｺｰﾄﾞと一致しなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP33 (入力)
これはその積荷と関連する追加の参照識別子を報告するために使用される条件付保税運送入力ﾚｺｰﾄﾞである。場合によっては、国境警備及び国土防衛に関連するﾃﾞｰﾀを報告するために（本ﾚｺｰﾄﾞの）使用は必須である。このﾚｺｰﾄﾞはQP10ﾚｺｰﾄﾞｾｯﾄ毎に最大999度まで使用できる。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP33 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に33に等しくなければならない。
	

	限定子
	3AN
	3-5
	M
	参照識別子の種類を示す最大３個の英数字から成るｺｰﾄﾞ。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。  
	

	参照識別子
	30AN
	6-35
	M
	特定の限定子のために定義されるところの参照識別子。
	

	フィラー
	45AN
	36-80
	 M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP40 (入力)
これは当該保税運送と関連する積荷目録及び船荷証券ﾃﾞｰﾀを送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。もし、その貨物がAMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは、もしその船荷証券が前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されなかったなら、このﾚｺｰﾄﾞは必須である。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。必要に応じてこのﾚｺｰﾄﾞは(QP)30,32又は33ﾚｺｰﾄﾞの直後に続かなければならない。
外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送を報告する時、全ての運送業者は自動化されていない（と見なされる）のだから、申告者はその施設からの移送に関連する完全な船荷証券情報を提供しなければならない。輸入品の正本船荷証券を使用してはならない。航空貨物には使用されない。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP40 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に40に等しくなければならない。
	

	外国の船積港
	5N
	3‑7
	M
	当該貨物がそこで輸入貿易用の輸送機関に積み込まれた外国港を表す国勢調査別表 Ｋ又は特殊Ｋのコード。有効なｺｰﾄﾞについて本刊行物の補遺Bを参照のこと。
	1

	積荷目録数量
	10N
	8‑17
	M
	当該船荷証券に関する（貨物の）総個数を表すゼロを超える数値。例えば、もし１つの証券について10ｶｰﾄﾝ及び10梱（こり）なら、数字の20を書き入れること。最も小さい外装（荷物等の包み）単位を使用すること。一組（１個）単位の計数単位が(QP)71ﾚｺｰﾄﾞに示されている。当該証券に対する全ての(QP)71ﾚｺｰﾄﾞの一組（１個）単位の計数値の和がこのﾌｨｰﾙﾄﾞの量に等しくなければならない。
	

	積荷目録の単位
	5X
	18‑22
	M
	積荷目録の測定単位、例えばCTNS（カートン）などを表すコード。
	

	重量
	10N
	23‑32
	M
	ポンド又はキロでの総重量を表すゼロを超える数値。入力は整数のみ；小数又は分数は不可。
	

	重量単位
	2A
	33‑34
	M
	重量の単位を表すコード。有効なコードは次の通り：
LB = ポンド
KG = キログラム
	

	容積　　　　　 (立方体)
	10N
	35‑44
	O
	立法ﾌｨｰﾄ又は立法ﾒｰﾄﾙでの測定値を表す数値。
	

	容積単位
	2A
	45‑46
	C
	その測定単位を表すｺｰﾄﾞ。測定値が与えられる時はいつでも、このﾃﾞｰﾀ要素が必要である。有効なｺｰﾄﾞは次の　　通り： 
CF = 立方ﾌｨｰﾄ
CM = 立方ﾒｰﾄﾙ。
	


	本船船積み前の荷受地
	17X
	47‑63
	O
	荷渡地から船積み港までの運送人がそこで当該貨物を占有した都市又は国の名称。
	

	フィラー
	17AN
	64‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10のFTZ（外国貿易地域）ﾌﾗｸﾞが‘Y’に設定されている場合、外国の船積み港の　ｺｰﾄﾞに‘99999’を使用すること。これは‘99999’が使える場合に限られる。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP50 (入力)
これは、当該船荷証券にまさに記されている通りに、外国の荷送人名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、その保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝにおける各船荷証券については必須である。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域からの保税移送に必須である。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。必要に応じてこのﾚｺｰﾄﾞは(QP)40ﾚｺｰﾄﾞの直後に続かなければならない。航空貨物には使用されない。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP50 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に50に等しくなければならない。
	

	外国の荷送人　名称
	35X
	3‑37
	M
	有効な外国の荷送人名称。
	1

	外国の荷送人　住所・１行目
	35X
	38‑72
	M
	外国の荷送人住所の１行目を表したもの、又は別途、それ以外に入手できる情報がない場合の都市・国（名）だけ。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から貨物を積み出す会社（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP51 (入力)

これは外国の荷送人住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP) 50ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP51 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に51に等しくなければならない。
	

	外国の荷送人　住所・２行目
	35X
	3‑37
	M
	（利用）可能な場合は、外国の荷送人住所の２行目。
	1

	外国の荷送人　住所・３行目
	35X
	38‑72
	C
	（利用）可能な場合は、外国の荷送人住所の３行目。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から貨物を積み出す会社（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP52 (入力)

これは外国の荷送人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP) 51ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP52 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に52に等しくなければならない。
	

	外国の荷送人の電話又はﾃﾚｯｸｽ　番号
	35X
	3‑37
	M
	（入手）可能な場合は、外国の荷送人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号。ﾃﾚｯｸｽ番号の前に、単語telexを置くこと。電話番号については、その番号のみを書き入れること。これに代えて、このﾌｨｰﾙﾄﾞは外国の荷送人住所の４行目を含めることができる。FTZ（外国貿易地域）ﾌﾗｸﾞが設定されている場合、その地域から貨物を積み出す会社（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。
	

	フィラー
	43AN
	38‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP55 (入力)

これは、当該船荷証券にまさに記されている通りに、その荷受人名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、各船荷証券については必須である。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。必要に応じてこのﾚｺｰﾄﾞは外国の荷送人ﾃﾞｰﾀ（(QP) 50,51又は52ﾚｺｰﾄﾞ）の最後のﾚｺｰﾄﾞの直後に続かなければならない。航空貨物には使用されない。 

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP55 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に55に等しくなければならない。
	

	荷受人名称
	35X
	3‑37
	M
	有効な荷受人名称。
	1

	荷受人住所・　１行目
	35X
	38‑72
	M
	荷受人住所の１行目、又は別途、それ以外に入手できる情報がない場合の都市・国（名）だけ。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の荷受人（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP56 (入力)

これは荷受人住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。  使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP) 55ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP56 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に56に等しくなければならない。
	

	荷受人住所・　２行目
	35X
	3‑37
	M
	（利用）可能な場合は、荷受人住所の２行目。
	1

	荷受人住所・　３行目
	35X
	38‑72
	C
	（利用）可能な場合は、荷受人住所の３行目。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の荷受人（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP57 (入力)
これは荷受人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP) 56ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP57 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に57に等しくなければならない。
	

	荷受人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号

	35X
	3‑37
	M
	（入手）可能な場合は、荷受人の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号。ﾃﾚｯｸｽ番号の前に、単語telexを置くこと。電話番号については、その番号のみを書き入れること。これに代えて、このﾌｨｰﾙﾄﾞはその住所の４行目を含めることができる。QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の荷受人（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。
	

	フィラー
	43AN
	38‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP60 (入力)
これは、当該船荷証券にまさに記されている通りに、その着荷通知先名称及びその住所の1行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、船荷証券に限って使用される。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは荷受人ﾃﾞｰﾀ（(QP) 55,56又は57ﾚｺｰﾄﾞ）の最後のﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP60 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に60に等しくなければならない。
	

	着荷通知先名称
	35X
	3‑37
	M
	有効な着荷通知先名称。
	1

	着荷通知先住所

・１行目

	35X
	38‑72
	M
	着荷通知先住所の１行目、又は別途、それ以外に入手できる情報がない場合の都市・国（名）だけ。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の着荷通知先に関連する情報を（も）報告すること。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP61 (入力)
これは着荷通知先住所の２行目及び３行目を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP)60ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP61 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に61に等しくなければならない。
	

	着荷通知先住所

・２行目
	35X
	3‑37
	M
	（利用）可能な場合は、着荷通知先住所の２行目。
	1

	着荷通知先住所

・３行目
	35X
	38‑72
	C
	（利用）可能な場合は、着荷通知先住所の３行目。
	1

	フィラー
	8AN
	73‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の着荷通知先に関連する情報を（も）報告すること。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP62 (入力)
これは着荷通知先の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾃﾞｰﾀは当該船荷証券にまさに記されている通りに送信されなければならない。使うとすれば、このﾚｺｰﾄﾞは(QP) 61ﾚｺｰﾄﾞの直後に続けなければならない。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP62 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に62に等しくなければならない。
	

	着荷通知先の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号

	35X
	3‑37
	M
	（入手）可能な場合は、着荷通知先の電話又はﾃﾚｯｸｽ番号。ﾃﾚｯｸｽ番号の前に、単語telexを置くこと。電話番号については、その番号のみを書き入れること。これに代えて、このﾌｨｰﾙﾄﾞはその着荷通知先住所の４行目を含めることができる。QP10ﾚｺｰﾄﾞのFTZﾌﾗｸﾞが設定されている場合、外国貿易地域(FTZ)又は（税関の）保税倉庫から出る貨物の着荷通知先（米国内）に関連する情報を（も）報告すること。
	

	フィラー
	43AN
	38‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP65 (入力)
これはその船荷証券と関連するｺﾝﾃﾅ番号及び封印番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送で受理されていない、各船荷証券については必須である。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域からの保税移送に必須である。そうでなければ、このﾚｺｰﾄﾞは要求されないのだから、送信されてはならない。船荷証券ごとに、存在する全てのｺﾝﾃﾅ及び封印番号を報告するために必要な分の(QP)65ﾚｺｰﾄﾞを送信すること。各ｺﾝﾃﾅに対する数量は(QP)71ﾚｺｰﾄﾞにおける（船荷）証券の貨物明細より計算される。このﾚｺｰﾄﾞはｺﾝﾃﾅに関連する物品を記述する(QP)70, 71, 72, 75及び76ﾚｺｰﾄﾞに先行しなければならない。 本ﾚｺｰﾄﾞは（船荷）証券毎に最大999回まで繰り返えされる。 航空貨物には使用されない。この　ﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP65 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に65に等しくなければならない。
	

	コンテナ番号

	14AN
	3‑16
	M
	ｺﾝﾃﾅにまさに物理的に記されている通りに、船荷証券と関連する有効なｺﾝﾃﾅ/機器番号（を書き入れる）。ｺﾝﾃﾅ以外の貨物についてはNCを示すこと。同一（船荷）証券内で同一ｺﾝﾃﾅ番号と記号表示NCのどちらも繰り返し使用してはならない。
	

	封印番号 1
	15AN
	17‑31
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する有効な輸出者/運送業者の封印番号。
	

	封印番号2
	15AN
	32‑46
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する有効な輸出者/運送業者の封印番号。
	

	コンテナ記述　コード
	2AN
	47‑48
	C
	船積みに用いるｺﾝﾃﾅ又は機器の種類。有効なコードは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	フィラー
	32AN
	49‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP70 (入力)
これは前述のｺﾝﾃﾅ･ﾃﾞｰﾀ（ﾚｺｰﾄﾞ(QP) 65）で報告される貨物と関連する実行関税率表番号を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、船荷証券に限り使用すべきである。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からのT$E又はIE 保税移送に必須である。これらの条件の下で、このﾚｺｰﾄﾞはT&E又はIE 保税移送（QP10ﾚｺｰﾄﾞで報告されているところの、ﾀｲﾌﾟ62又は63）の場合に限り要求される。もし、当該船荷証券が前もってACSに提出されているなら、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。
もし、このﾚｺｰﾄﾞの直後に続く(QP) 71ﾚｺｰﾄﾞの説明が追加の(QP) 71ﾚｺｰﾄﾞへ続き、かつ、当該貨物は不変なら、(QP) 70ﾚｺｰﾄﾞを繰り返す必要がない。もし、その貨物が後続の(QP) 71ﾚｺｰﾄﾞの２番目で異なるなら、かの新しい貨物の実行関税率表番号、貨物の価格及び正味重量情報を有する新しい(QP) 70ﾚｺｰﾄﾞが提出されなければならない。もし、異なる実行関税率表番号が単一の貨物を言い表しているなら、各々異なる実行関税率表番号を有する、複数の(QP) 70ﾚｺｰﾄﾞが一つの(QP) 71ﾚｺｰﾄﾞの前に纏められる。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP70 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に70に等しくなければならない。
	

	実行（関税率表）番号
	11N
	3‑13
	M
	実行（関税率表）番号とは、その（関税）税目番号を表す注解合衆国実行関税率表にあるｺｰﾄﾞを言う。番号を左詰めにし、残りの桁を全てゼロ(0)で埋めること。そのｺｰﾄﾞの最初の６桁のみ必須である。もし、11桁ｺｰﾄﾞ全体が分かっているなら、それを提出しなければならない。もし、QP10のFTZﾌﾗｸﾞが設定されているなら、TE（種類62）又はIE（種類63）保税運送に関する情報を報告すること。
	

	価格
	8N
	14‑21
	M
	当該貨物の完全（整数）ドル表示の価格であって、ｾﾞﾛを超える数値。もし、その価格が分からないなら、1ｷﾛｸﾞﾗﾑ当たり20ドルを使用できる。
	

	重量
	10N
	22‑31
	M
	当該貨物のポンド又はキロでの正味重量を表すゼロを超える数値。
	

	重量単位

	2A
	32‑33
	M
	重量の単位を表すコード。
有効なコードは次の通り：
LB = ポンド

KG = キログラム
	

	フィラー
	47AN
	34‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP71 (入力)
これは（積載）貨物の説明を送信するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。この　ﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送で受理されていない、各船荷証券については必須である。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送について要求される。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。最大999個までの(QP)71ﾚｺｰﾄﾞを（船荷）証券の　ｺﾝﾃﾅ(QP65)ﾚｺｰﾄﾞ毎に送信できる。  航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP71 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に71に等しくなければならない。
	

	一組（１個）　単位の計数値
	10N
	3‑12
	C
	ｺﾝﾃﾅについてただ１つの説明がある場合に記述されている当該ｺﾝﾃﾅの（貨物の）総個数を表す数値。これは最も小さい外装（荷物等の包み）単位の数である。段ボール箱、箱、袋又は木枠が最も小さい外装の例で、荷台及びコンテナは該当しない。このﾌｨｰﾙﾄﾞは複数(QP)71ﾚｺｰﾄﾞの最初のものに必須である。
	1

	説明

	45X
	13‑57
	M
	貨物の説明。１つのｺﾝﾃﾅの(QP65)ﾚｺｰﾄﾞについて、複数件［くだり］の説明を使用できる。
	2

	フィラー
	23AN
	58‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
もし、１つのｺﾝﾃﾅについて２件［くだり］以上の説明があるなら、各(QP)71ﾚｺｰﾄﾞはかのﾚｺｰﾄﾞ限定の数量を示す一組（１個）単位での（記載）項目を含まなければならない。CBPはその(QP)71ﾚｺｰﾄﾞを集計して当該ｺﾝﾃﾅの数量を算出する。
「注
2」
外国貿易地域(FTZ)内の保税倉庫から保税運送のための引取りについて、当該引取りがそれに基いて行われている、最初の（保税）倉庫入庫番号又はその地域入れ許可番号をその説明ﾌｨｰﾙﾄﾞで報告するよう要求される。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP72 (入力)
これは記号及び番号に関する情報を特定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。
このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、各船荷証券については必須である。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域又は（税関の）保税倉庫からの保税移送に必須である。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。梱包に記載する図表、図面、図形及びその他表現は、書面により説明されるものとする。一船荷証券一コンテナにつき、最大999個までの(QP)72ﾚｺｰﾄﾞを送信できる。航空貨物には使用されない。  
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP72 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に72に等しくなければならない。
	

	記号及び番号

	45X
	3‑47
	M
	梱包の外側の記号及び荷印の書面による説明。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP75 (入力)
これは連邦規則集(CFR)表題49に定義されるところの、危険物に関連する情報を特定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、船荷証券にしか使われない。このﾚｺｰﾄﾞは外国貿易地域からの又は（税関の）保税倉庫からの危険物の保税移送に必須である。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。本ﾚｺｰﾄﾞはｺﾝﾃﾅ毎に最大99回まで繰り返し使用される。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP75 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に75に等しくなければならない。
	

	危険物コード
	10X
	3‑12
	M
	当該危険物に割当てられた識別番号を表すコード。
	1

	危険物クラス
	4X
	13‑16
	O
	国際海上危険物(IMDG)規程でその材質について指定された危険物クラス又は区分を表すコード。
	

	危険物コード　限定子
	1X
	17
	O
	危険物クラスを記述するコード。
	2

	危険物表示
	30AN
	18‑47
	O
	有害性に指定された材質の正式品名。


	

	危険物窓口


	24AN
	48‑71
	O
	緊急時に連絡する担当者又は部署の名称及び/又は電話番号。
	

	引火点温度
	3N
	72‑74
	O
	可燃性液体危険物の蒸気がその温度でその空気中で発火する（液体の）最低温度を表すコード。
	

	測定単位コード
	2X
	75‑76
	O
	引火点温度の基本的な測定単位(UOM)である百分度/摂氏・度を表すコード。"CE"［欧州共同体］（承認済み）でなければならない。
	

	負符号標識
	1A
	77
	O
	引火点温度が負、即ち、零下の百分度/摂氏・度の場合にＮと言うコードが使用される。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
 1」
その前にＵＮが付く（危険物）コードは、国内発送はもとより、国際発送も適当であると考えられる品目に使われる［に付随する］。その前にＮＡが付くもの（危険物コード）は、カナダへ及びカナダからのものを除く、国際発送が認められる品目に使われる［に付随する］。

「注
2」
危険物に関する有効なコード（限定子）は：
ｺｰﾄﾞ

説　明
4

46 (CFR)ﾚﾍﾞﾙ［CBP管理・危険物］の運輸省(DOT)ｺｰﾄﾞ
6

航空料金表6D

9

連邦規則集(CFR)表題49
A

国際民間航空
D

運輸省(DOT)の危険物ID

E

承認（番号）
F

空軍規則 71‑4

I

国際海事機関 (IMO) （危険物）コード
R

爆薬局 600‑A (鉄道)

U

国際連合
ﾚｺｰﾄﾞの識別子QP76 (入力)
これは(QP) 75ﾚｺｰﾄﾞで提供される情報に加えて、自由形式の危険物種別ﾃﾞｰﾀを指定するために使用される条件付入力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは、AMS輸送機関で輸入されていないか、若しくは前回保税運送ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝで受理されていない、船荷証券にしか使われない。そうでなければ、このﾚｺｰﾄは要求されないのだから、送信されてはならない。１つの(QP)75ﾚｺｰﾄﾞ毎に２つの(QP)76ﾚｺｰﾄﾞを構成できる。航空貨物には使用されない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QP76 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に76に等しくなければならない。
	

	危険物表示
	29X
	3‑31
	C
	材料名、もしあれば、特記事項及び/又は電話番号。
	

	危険物分類
	30X
	32‑61
	C
	危険物分類（クラス）、区分又はラベル要求事項に関する自由形式の説明。
	

	フィラー
	19AN
	62‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QT95 (出力)
これは保税運送及び/又は船荷証券・データの受理又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 QT95 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に95に等しくなければならない。
	

	説明［叙述］的　ﾒｯｾｰｼﾞ種類符号
	2N
	3‑4
	M
	説明［叙述］的メッセージの種類を表す符号。有効なコードは：
01 =データ拒絶（エラー）
02 = データ受理
03 = 警告付きのデータ受理
	

	説明［叙述］的　ﾒｯｾｰｼﾞ識別子
	3AN
	5‑7
	M
	説明［叙述］的メッセージを識別するコード。
	

	説明［叙述］的　ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	8‑47
	M
	入力ﾃﾞｰﾀの受理又は拒絶を示す説明［叙述］的メッセージ。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP10 (入力)
これはCBPに保税運送の到着、出発又は輸出を通知し、若しくは担保責任を移転するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。それは海上又は鉄道・自動積荷目録ｼｽﾃﾑ（AMS）参加者が始めたQP保税運送、CAFES読み取りによる保税運送及び"V"（から始まる番号の）ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税運送を更新するために使用できる。これはWPの独立型･適用業務によってﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ ﾃﾞｰﾀを提出する時に必須のﾚｺｰﾄﾞである。もし、その保税運送が（保税運送申告）種類63(IE)、又は外国貿易地域(FTZ)からの保税移送なら、それはBTA報告の対象にならない。後続の保税運送はBTA申告の義務を負わない。 FDA 801(a)ﾃﾞｰﾀは利用可能な通関手続きで提出するよう義務付けられているのだから、WP（ﾚｺｰﾄﾞ）で提出してはならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 WP10 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に10に等しくなければならない。
	

	ｱｸｼｮﾝのｺｰﾄﾞ
	1AN
	3
	M
	取るべきｱｸｼｮﾝを表すｺｰﾄﾞ。
	1

	保税運送番号
	12AN
	4‑15
	C
	その保税移送を識別する番号。もし、その保税運送番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ただ２つの許容可能な書式は、CBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に記載されているところの従来の9桁の数値の保税運送番号であるか、又は自動化した（申告ｼｽﾃﾑを利用する）海上及び鉄道運送業者により使用される"V"（から始まる）ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ保税運送番号である。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又はその他の特殊文字を含まぬこと。このｺｰﾄﾞはｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ 1, 3, 5, 7, A, 及びCについて必須である。BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。FTZ又は保税倉庫からの引取りを基に保税移送を作成するにおいて、もし、運送業者のSCACがないか若しくはそれが分からないなら、その運送業者のSCACに代えてFTZ又は保税倉庫のFIRMSｺｰﾄﾞを使用できる。

　FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。    
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ

	4AN
	16‑19
	C
	実際にその海上/航空・貨物引換証を発行した当事者の運送会社識別コード(SCAC)を表す符号。引換証の発行者を船舶運航者と混同してはならない。このｺｰﾄﾞはｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ 2, 3, 6, 7, B, 及びCを使用する貨物引換証について必須である。BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。 
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券　番号
	12AN
	20‑31
	C
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まぬこと。このｺｰﾄﾞはｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ 2, 3, 6, 7, B, 及びCについて必須である。BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。
	

	ﾊｳｽ運送状番号　発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	32‑35
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。 BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。
	

	ﾊｳｽ運送状番号
	12AN
	36‑47
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは航空貨物について、その運送状(BOL)がﾊｳｽの場合、その運送状のﾊｳｽ部分（の範囲）を限定するために使用される。それ以外のとき、又は航空貨物についてﾊｳｽ若しくはｻﾌﾞﾊｳｽ運送状(BOL)がない場合には、これを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。
	

	ｻﾌﾞﾊｳｽ運送状　番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	48‑51
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞﾊｳｽ運送状　番号
	12AN
	52‑63
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは航空貨物について、その運送状(BOL)がｻﾌﾞﾊｳｽの場合、その運送状のｻﾌﾞﾊｳｽ部分（の範囲）を限定するために使用される。それ以外のとき、又は航空貨物についてｻﾌﾞﾊｳｽ運送状(BOL)がない場合には、これを空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	ｺﾝﾃﾅ番号
	14AN
	64‑77
	C
	ｺﾝﾃﾅにまさに物理的に記されている通りの有効なｺﾝﾃﾅ番号。  ｺﾝﾃﾅ番号はｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ 3, 7,及びCについて必須である。 BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾃﾞｰﾀ要素は使わない。航空貨物には使用されない。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効なｱｸｼｮﾝ符号は次の通り；
ｺｰﾄﾞ

　　　　　説　　　明
1

保税運送全体が仕向け地に到着する
2

船荷証券が仕向け地に到着する
3

ｺﾝﾃﾅ/機器が仕向け地に到着する。貨物がｺﾝﾃﾅに詰められていない場合、使用してはならない。
5

保税運送全体を仕向け港から輸出する
6

船荷証券を仕向け港から輸出する
7

ｺﾝﾃﾅ/機器を仕向け港から輸出する。 貨物がｺﾝﾃﾅに詰められていない場合、使用してはならない。
8

保税運送用BTAﾃﾞｰﾀ提出
9

保税運送用以外のBTAﾃﾞｰﾀ提出
A

保税運送全体の運送責任の移転
B

船荷証券の保税運送責任の移転
C

ｺﾝﾃﾅ/ 機器の保税運送責任の移転。貨物がｺﾝﾃﾅに詰められていない場合、使用してはならない。
Z

転用要請
（保税運送申告）種類６１，即時運送の場合は、保税運送がそのまま到着すれば充分である。種類６２，保税運送後輸出の場合は、先ず第一に（貨物が）到着しなければならず、それから輸出されなければならない。種類６３，直輸出の場合は、保税運送がそのまま輸出されれば充分である。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子WP20 (入力)
これはCBPに保税運送の到着、出発又は輸出を通知し、若しくは担保責任を移転するために使用される必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。BTAﾃﾞｰﾀを提出する時に、このﾚｺｰﾄﾞは使わない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 WP20 (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に20に等しくなければならない。
	

	日付
	6N
	3‑8
	M
	実際に仕向け港、に或はで、到着若しくは輸出する日、又は保税運送責任の移転日を表すYYMMDD（年、月、日）形式での日付。
	

	時刻
	6N
	9‑14
	M
	実際に仕向け港、に或はで、到着若しくは輸出する時、又は保税運送責任の移転時を表すHHMMSS（時、分、秒）24時間表示形式での時刻。
	

	到着、出発又は輸出のための港/空港
	4N
	15‑18
	C
	保税移送、船荷証券/航空貨物運送状又はコンテナの仕向け地の、CBP港/空港を表す国勢調査別表Ｄのコード。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子10で発表されているところのｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ 1, 2, 3, 5, 6, 又は 7について必須である。
	

	保税運送業者　　コード
	4X
	19‑22
	C
	当該保税移送の責任を取る保税運送業者の、運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)又は国際航空運送協会ｺｰﾄﾞ(IATA)を表す　　ｺｰﾄﾞ。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子10で発表されているところのｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ A, B,又はCについて必須である。
	

	保税運送業者ID
	12X
	23‑34
	C
	当該保税移送の責任を取る保税運送業者の身分証明(ID)番号を表すコード。（輸入者番号若しくは内国歳入庁(IRS)番号とも呼ばれる）。埋め込みハイフンは何でも含める。このｺｰﾄﾞはﾚｺｰﾄﾞの識別子10で発表されているところのｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞ A, B,又はCについて必須である。
	1

	都市名
	19AN
	35‑53
	C
	その責任の移転が行われる都市名。都市名はﾚｺｰﾄﾞの識別子10で発表されているところのｱｸｼｮﾝｺｰﾄﾞA,B, 又は Cについて必須である。
	

	州コード
	2A
	54‑55
	C
	もし、都市名が与えられるなら、対応する州コードもまた提供されなければならない。
	

	輸出MOT(輸送方式)
	2N
	56‑57
	O
	輸出輸送機関の輸送方式(MOT)符号。
	

	輸出輸送機関
	23AN
	58‑80
	O
	輸出輸送機関の名称。航空貨物には使用されない。
	


「注
1」
保税運送業者識別符号の有効な書式は次の通り：

NN‑NNNNNNNXX

内国歳入庁 (IRS) 番号
YYDDPP‑NNNNN

CBP 割当て番号
NNN‑NN‑NNNN

社会保障番号
これらの符号において、N=数字、X=英数字、YY=その番号が割当てられた時点の暦年の最後の２桁、DDPP=その番号が割当てられた場所の通関地符号及びC=文字。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子OIﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)単独事前通知(入力)
これは送り状の品目名についての商品説明を提供する、必須のその他政府機関の商業送り状品目説明入力ﾚｺｰﾄﾞである。各FDA品目毎に、新しいOIﾚｺｰﾄﾞが要求される。商品説明が変更される場合、別のOIﾚｺｰﾄﾞが要求される。一品目につき唯一つのOIﾚｺｰｰﾄﾞが許される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子OI ﾊﾞｲｵﾃﾛ（ﾃﾞｰﾀ）単独事前通知(入力) 

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にOIに等しくなければならない。 
	

	フィラー
	8AN
	3-10
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	商品説明
	70X
	11-80
	M
	商業送り状の品目名についての英語での明確な説明。関税率表用の説明もそうだが広汎な、一般化された専門用語も受け入れられない。商品説明は実行関税率表の説明と同じものではない。FDA指示書に従ってその説明を提供すること。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD01ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)
これは、行番号、製品ｺｰﾄﾞ、貨物保管状態、生産国、（法令）遵守の確認 限定子、実際の製造者番号及び実際の荷送人/供給者 番号に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD01 BTA Prior Notice (入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にFDに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	3-4
	M
	常に01に等しくなければならない。 
	

	FDAの行番号
	3N
	5-7
	M
	FDA品目名の行番号。
	

	FDA製品ｺｰﾄﾞ
	7X
	8-14
	M
	FDA製品を識別するｺｰﾄﾞ。
	

	貨物保管状態
	1A
	15
	O
	A（周囲温度）、F（冷凍）又はR（冷蔵）から成るｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	2AN
	16-17
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	FDA生産国
	2A
	18-19
	M
	当該商品がそこで生産され若しくは栽培された（未加工製品）国を表す有効なISO国符号。この符号はCBP用に要求されるものと異なることがある。欧州連合(EU)又はアジア太平洋連合(AP)などの擬似国家コードを使用してはならない。
	

	（法令）遵守の確認コード
	3X
	20-22
	M
	WP（ﾚｺｰﾄﾞ）によりBTAﾃﾞｰﾀを提出する時、最初の遵守確認ｺｰﾄﾞはSLN（”提出者の名字”）でなければならない。それは遵守形式を識別するｺｰﾄﾞである。もし、単一FDA品目に２以上の遵守の確認が適用されるなら、２番目及びその他のものは別個のFD05ﾚｺｰﾄﾞで送信される。遵守の確認ｺｰﾄﾞ及び限定子は本刊行物の補遺Oに掲載されている。
	

	（法令）遵守の確認 限定子 
	25X
	23-47
	M
	もし、遵守標識（QP10_BTA/FDA）がY(はい)なら、このｺｰﾄﾞは必須である。
	

	FDAの現実製造者番号
	15AN
	48-62
	M
	FDAが要求する（製造）現場の具体的な製造者番号。CBPの製造者ID(MID)を提出すること。
	

	FDAの現実荷送人/供給者番号
	15AN
	63-77
	M
	FDAが要求する実際の荷送人又は供給者の番号。CBPの製造者ID(MID)を提出すること。
	

	積出し国
	2A
	78-79
	M
	有効なISO国符号。当該商品が合衆国に到着する前にそこから積出された最後の国。欧州連合(EU)又はアジア太平洋連合(AP)などの擬似国家コードを使用してはならない。
	

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD02ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)
これは、最大５品目名までの数量及び測定単位に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD02 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法事前通知(入力) 

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にFDに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	3-4
	M
	常に02に等しくなければならない。 
	

	単位1-数量
	10N
	5-14
	M
	当該FDA品目番号と関連した第１若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	

	単位1-測定単位
	4A
	15‑18
	M
	第１単位の数量と関連した測定単位。 
	1

	単位2-数量
	10N
	19‑28
	O
	当該FDA品目番号と関連した第２若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	2

	単位2-測定単位
	4A
	29‑32
	C
	第２単位の数量と関連した測定単位。
	1

	単位3-数量
	10N
	33‑42
	O
	当該FDA品目番号と関連した第３若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	2

	単位3-測定単位
	4A
	43‑46
	C
	第３単位の数量と関連した測定単位。
	1

	単位4-数量
	10N
	47‑56
	O
	当該FDA品目番号と関連した第４若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	2

	単位4-測定単位
	4A
	57‑60
	C
	第４単位の数量と関連した測定単位。
	1

	単位5-数量
	10N
	61‑70
	O
	当該FDA品目番号と関連した第５若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	2

	単位5-測定単位
	4A
	71‑74
	C
	第５単位の数量と関連した単位。
	1

	フィラー
	6AN
	75‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
有効なFDA測定単位は次の通り：

ｺｰﾄﾞ
説　明
BBL
ﾊﾞﾚﾙ (1ﾊﾞﾚﾙにつき42ｶﾞﾛﾝ) (体積)

BOL
ﾎﾞｰﾗｽ投与(用量)

CAP
ｶﾌﾟｾﾙ (用量)

CAR
ｶﾗｯﾄ (重量)

CFT
立方ﾌｨｰﾄ (体積)

CG1
ｾﾝﾁｸﾞﾗﾑ (重量)

CM
ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ (長さ)

CM3
立方ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ (体積)

CYD
立方ﾔｰﾄﾞ (体積)

DOZ
ﾀﾞｰｽ (計数)

DPC
ﾀﾞｰｽﾋﾟｰｽ (計数)

DPR
ﾀﾞｰｽﾍﾟｱ (計数)

FOZ
（液量）ｵﾝｽ(体積)

FT
ﾌｨｰﾄ(長さ)

G
ｸﾞﾗﾑ (重量)

GAL
ｶﾞﾛﾝ (US) (体積)

GR
ｸﾞﾛｽ (計数)

KG2
ｷﾛｸﾞﾗﾑ (重量)

KM
ｷﾛﾒｰﾄﾙ (長さ)

KM2
1,000平方ﾒｰﾄﾙ(面積)

KM3
1,000 立法ﾒｰﾄﾙ (体積)

L
ﾘｯﾄﾙ (体積)

LB
ﾎﾟﾝﾄﾞ(常衡) (重量)
LNM
ﾘﾆｱ･ﾒｰﾀ (長さ)
ｺｰﾄﾞ
説　明
M2
平方ﾒｰﾄﾙ (面積)

M3
立方ﾒｰﾄﾙ (体積)

MG
ﾐﾘｸﾞﾗﾑ (重量)

ML
ﾐﾘﾘｯﾄﾙ (体積)

NO
数 (計数)

OZ
ｵﾝｽ･重量 (常衡) (重量)

PCS 
個 (計数)

PRS
組(計数)

PTL
（液量）ﾊﾟｲﾝﾄ(US) (体積)
QTL
（液量）ｸｫｰﾄ(US) (体積)

SFT
平方ﾌｨｰﾄ (面積)

SQI
平方ｲﾝﾁ (面積)

STN
ｼｮｰﾄﾄﾝ(2,000 ﾎﾟﾝﾄﾞ) (重量)

SUP
座薬 (用量)

SYD
平方ﾔｰﾄﾞ (面積)

T
ﾒｰﾄﾙﾄﾝ (重量)

TAB
錠剤 (用量)

TON
ﾛﾝｸﾞﾄﾝ (2,240 ﾎﾟﾝﾄﾞ) (重量)

TOZ
ｵﾝｽ, ﾄﾛｲ衡又は薬衡 (重量)

YD
ﾔｰﾄﾞ(長さ)
M
ﾒｰﾄﾙ (長さ)
1) 将来は、CG（ｾﾝﾁｸﾞﾗﾑ）がCGMに変更される予定
2) 将来は、KG（ｷﾛｸﾞﾗﾑ）がKGMに変更される予定
上記の測定単位が基本測定単位と見なされる。
食品医薬品局(FDA)は、FDA測定単位の正しい用法に関する配布資料”数量ﾃﾞｰﾀ使用説明；規則と用法”を用意している。本刊行物の写しはFDAの製品コードビルダ及びwww.accessdata.fda.gov/SCRIPTS/ORA/PCB/PCB.HTMの手引書（手引書・課程２を参照のこと）で入手できる。 
有効なFDAｺﾝﾃﾅ･ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Bに掲載されている。
「注
2」
基本量は常に送信される数量の最後でなければならない。もし、６個の数量と測定単位が送信されるなら、その基本量及び関連する測定単位は第６番目の数量及び測定単位ﾌｨｰﾙﾄﾞ（FD04ﾚｺｰﾄﾞの位置、それぞれ5-14及び15-18桁）に表示されなければならない。もし、１個の数量と測定単位が送信されるなら、その基本量及び関連する測定単位は第１番目の数量及び測定単位ﾌｨｰﾙﾄﾞ（FD02ﾚｺｰﾄﾞの位置、それぞれ5-14及び15-18桁）に表示されなければならない。
ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD03 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)
これは、価格、荷受人、商標及びｺﾝﾃﾅ寸法に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）入力ﾚｺｰﾄﾞである。既存のFDA手続きと同様に、例え与えられたﾃﾞｰﾀがなくても、このﾚｺｰﾄﾞは要求される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD03 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法事前通知(入力) 

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にFDに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	3-4
	M
	常に03に等しくなければならない。 
	

	FDA行単位のFDA価格
	10N
	5-14
	O
	当該FDA品目名の行番号と関連する整数での価格。
	

	FDA荷受人(FDA　施設識別名(FEI))
	12N
	15-26
	C
	FDAにより割当てられたFDA（商品）”出荷先ｻｲﾄ” の荷受人番号。右寄せすること。通関申告段階の荷受人と異なる場合、必ず使わなければならない。 (Indicator→Identifierに訂正して訳した)
	

	商品名又は商標
	38X
	27-64
	O
	ﾗﾍﾞﾙ若しくは送り状に基づく製造者又は卸元指定の品物の型式。
	

	ｺﾝﾃﾅ寸法#1 
	4N
	65-68
	O
	そのｺﾝﾃﾅの１番目の寸法。もしそのｺﾝﾃﾅが長方形なら、その寸法は幅、高さ及び長さの順とする。もしそのｺﾝﾃﾅが円筒形なら、その寸法は直径及び高さの順とする。
	

	ｺﾝﾃﾅ寸法#2
	4N
	69-72
	O
	そのｺﾝﾃﾅの２番目の寸法。もしそのｺﾝﾃﾅが長方形なら、その寸法は幅、高さ及び長さの順とする。もしそのｺﾝﾃﾅが円筒形なら、その寸法は直径及び高さの順とする。
	

	ｺﾝﾃﾅ寸法#3
	4N
	73-76
	O
	そのｺﾝﾃﾅの３番目の寸法。もしそのｺﾝﾃﾅが長方形なら、その寸法は幅、高さ及び長さの順とする。もしそのｺﾝﾃﾅが円筒形なら、その寸法は直径及び高さの順とする。
	

	フィラー
	4AN
	77-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD04  ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)
これは、数量、測定単位、連絡先、電話番号及びその単位ﾍﾞｰｽ当たりの数値に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）入力ﾚｺｰﾄﾞである。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD04 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法事前通知(入力) 

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にFDに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	3-4
	M
	常に04に等しくなければならない。 
	

	単位6-数量


	10N
	5-14
	O
	当該FDA品目番号と関連した第６若しくは基本単位の数量。小数点以下２桁が暗に含まれている［を暗示する］。もし、その数値が整数なら、小数点以下２桁にはｾﾞﾛを入れる。
	1

	単位6-測定単位
	4A
	15-18
	C
	第６単位の数量と関連した測定単位。
	

	連絡先
	10A
	19-28
	M
	FDAが連絡を取ることができる担当者の氏名。
	

	連絡先電話番号
	15N
	29-43
	M
	連絡窓口担当者の電話番号。ﾀﾞｯｼｭを省略すること。
	

	フィラー
	37AN
	44-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
基本量は常に送信される数量の最後でなければならない。もし、６個の数量と測定単位が送信されるなら、その基本量及び関連する測定単位は第６番目の数量及び測定単位ﾌｨｰﾙﾄﾞ（FD04ﾚｺｰﾄﾞの位置、それぞれ5-14及び15-18桁）に表示されなければならない。一品目につき唯一つの基本測定単位の送信が許される。
もし、１個の数量と測定単位が送信されるなら、その基本量及び関連する測定単位は第１番目の数量及び測定単位（ﾌｨｰﾙﾄﾞ）（FD02ﾚｺｰﾄﾞの位置、それぞれ5-14及び15-18桁）に表示されなければならない。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD05 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法(BTA)事前通知(入力)
これは、（法令）遵守の確認コード及び遵守の確認 限定子に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須のﾊﾞｲｵ･ﾃﾛﾘｽﾞﾑ（法）入力ﾚｺｰﾄﾞである。（法令）遵守の確認コードが唯一つの場合、FD01ﾚｺｰﾄﾞを使用し、そうでなければ、本ﾚｺｰﾄﾞを使用すること。必要に応じてこのﾚｺｰﾄﾞを繰り返し使用すること。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子FD05 ﾊﾞｲｵﾃﾛ法事前通知(入力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	2A
	1-2
	M
	常にFDに等しくなければならない。 
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	3-4
	M
	常に05に等しくなければならない。 
	

	（法令）遵守の確認コード
	3X
	5-7
	M
	遵守形式を識別するｺｰﾄﾞ。遵守の確認ｺｰﾄﾞ及び限定子は本刊行物の補遺Oに掲載されている。
	

	（法令）遵守の確認 限定子


	25X
	8-32
	C
	遵守の確認を限定する叙述的説明。遵守の確認ｺｰﾄﾞ及び限定子は本刊行物の補遺Oに掲載されている。
	

	フィラー
	48AN
	33-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子WT95 (出力)
これは保税運送の到着、出発、輸出、若しくは担保責任の移転の承諾又は拒絶に関連する情報を提供するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。それはまたBTAﾃﾞｰﾀの承諾又は拒絶に関連する情報を提供するためにも使用される。このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子WT95 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に95に等しくなければならない。 
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ　種類符号
	2N
	3‑4
	M
	説明的ﾒｯｾｰｼﾞの種類を表すｺｰﾄﾟ。　　有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
01 = ﾃﾞｰﾀ拒絶 (ｴﾗｰ)

02 = ﾃﾞｰﾀ受理

03 = 警告付きのﾃﾞｰﾀ受理
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ  　識別子
	3AN
	5‑7
	M
	説明的ﾒｯｾｰｼﾞを識別するｺｰﾄﾞ。
	

	説明的ﾒｯｾｰｼﾞ
	40X
	8‑47
	M
	入力ﾃﾞｰﾀの受理又は拒絶を示す説明的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	運送業者の　　自動化標識
	1A
	48
	M
	当該輸入運送業者が自動化されていることを示すY(yes)、そうでなければ、N(no)から成るｺｰﾄﾞ。
	

	フィラー
	32AN
	49‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子BN01 (出力)
これは、BTAﾃﾞｰﾀの提出にWP（ﾚｺｰﾄﾞ）を使用した者にPN（事前通告）確認番号を返すための必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。通関申告をする時、これらのPN（事前通告）確認番号を使用しなければならない。PN（事前通告）番号はまた、保税運送、FTZ入場などのためにCBPに提出される全ての文書にもなければならない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 BN01(出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にBN01に等しくなければならない。 
	

	ﾍｯﾀﾞｰ識別子
	1AN
	5
	M
	次のいずれかに等しくなければならない:

A = 航空貨物運送状(使うとすれば、混載運送状(HAWB)を含む)

E = 申告番号
I = 保税運送番号
B = 船荷証券番号
F = FTZ入場番号
	

	ﾍｯﾀﾞｰ識別子のｷｰ
	25AN
	6-30
	M
	（ｷｰﾜｰﾄﾞは）ﾍｯﾀﾞｰ識別子の数通りの５値のうちのいずれか１つでなければならない。
	

	ｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟ番号
	12AN
	31-42
	C
	［注］このﾃﾞｰﾀ要素は適用業務"WP"を通じて提出される単独事前通告ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝに将来使用される可能性を考慮してとってある。CBPが発行したｴﾝﾍﾞﾛｰﾌﾟ番号は文字"C"から始まる。例えば、 CNNNNNNNNNNN。
	

	フィラー
	38AN
	43-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子BN02 (出力)
これはPN（事前通告）確認番号を返すため及びFDAがPNﾃﾞｰﾀを拒絶するために使用される必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。それは必要に応じて繰り返し使用される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 BN02 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	4AN
	1-4
	M
	常にBN02に等しくなければならない。 
	

	CBP行
	3N
	5-7
	C
	ﾍｯﾀﾞｰ識別子が"E"（納税申告）の場合のCBP行番号。これは（適用業務識別子）“EI”, “HI”又は“HN”により送信された申告に限り適用される。そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	FDA行
	4N
	8-11
	M
	その他の政府機関(OGA)様式要件に当てはまる行番号。
	

	事前通告確認　番号
	12AN
	12-23
	C
	事前通告が受信された時FDAから受取る確認番号。
	

	事前通告（応答）行ﾒｯｾｰｼﾞ
	26AN
	24-49
	M
	FDAからの事前通告（応答）の行単位ﾒｯｾｰｼﾞ。
	

	事前通告の時計開始日付
	8N
	50-57
	C
	事前通告がMMDDYY（月、日、年）形式で受信された時にFDAから受取る日付。
	

	事前通告の時計開始時刻
	6N
	58-63
	C
	事前通告がHHMMSS（時、分、秒）形式で受信された時にFDAから受取る時刻。
	

	事前通告（応答）行拒絶ｺｰﾄﾞ
	16AN
	64-79
	C
	事前通告が拒絶される場合に拒絶理由を識別するｺｰﾄﾞ。
	1

	フィラー
	1AN
	80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
（行拒絶）ｺｰﾄﾞは、各行が複数の拒絶ｺｰﾄﾞを持てるように、前後関係［桁］に依存している。  有効な行拒絶ｺｰﾄﾞは次の通り：
桁
ｺｰﾄﾞ

説明
64
F

外国人の荷受人
65
R, F, M
無効登録－（Ｒ－登録を取消した、Ｆ－登録がﾌｧｲﾙされていない、Ｍ－登録時の不整合）
66
Q

無効な数量
67
M

製造者に対する無効なMID
68
S

荷送人に対する無効なMID
69
I

FDAに対する無効な輸入者
70
C, U

FDAに対する無効な荷受人（Ｃ－無効な荷受人、Ｕ－身元不明/混載貨物の荷受人）
71
Z

合衆国の製造者に対する無効な州・ｼﾞｯﾌﾟ ｺｰﾄﾞ
72
O

無効な原産国
73
S

無効な積出し国
74
N

船荷証券(BOL)又は航空貨物運送状(AWB)の（法令）遵守の
確認がないこと

75
P

事前通告(PN)ﾃﾞｰﾀが必要（適用業務・納税申告(EI)に限り適用する）。その他の政府機関(OGA)の章を参照のこと。

76
W

警告する事前通告(PN)ﾃﾞｰﾀは不要（適用業務・納税申告(EI)に限り適用する）。その他の政府機関(OGA)の章を参照のこと。

77
E

無効な免除(FME)限定子

78
C, E, X
事前通告確認（番号）(PNC)が有効でない（Ｃ－無効なPNC番号、E－期限切れのPNC番号 、X－抹消されたPNC番号）注: ：これは適用業務WPには適用されない。

ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS05 (出力)
これは鉄道・自動積荷目録ｼｽﾃﾑに参加するABI申告者に輸送機関情報を提供するために使用される条件付ﾚｺｰﾄﾞである。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS05 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2AN
	1‑2
	M
	常に05に等しくなければならない。 
	

	列車ID
	23AN
	3‑25
	O
	輸入輸送機関を識別する名称。
	

	飛行/航海 番号
	5N
	26‑30
	O
	YYDDD (年、日付) 形式の番号であって、そのDDDを年初からの通日［ﾕﾘｳｽ積日］とするもの。
	

	通関地
	4N
	31‑34
	O
	CBP港/空港を表す符号。有効な通関地符号について国勢調査別表Ｄを参照のこと。
	

	到着予定日
	6N
	35‑40
	O
	当初の到着予定日を表すYYMMDD（年、月、日）形式での日付
	

	到着予定時刻
	6N
	41‑46
	O
	輸送機関の到着予定時刻を表すHHMMSS（時、分、秒）24時間表示形式での時刻。
	

	フィラー
	34AN
	47‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS10 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、その状態［ｽﾃｰﾀｽ］情報が（CBPから）送信される保税運送を識別するために必要なﾍｯﾀﾞｰﾃﾞｰﾀから成る。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS10 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に10に等しくなければならない。 
	

	保税運送申告   種類
	2N
	3‑4
	M
	保税移送の種類を表すACSｺｰﾄﾞ。有効なｺｰﾄﾞは次の通り：
　　　　　　　　　　　　　　　　　61 = 即時輸送 (IT)

62 = 保税運送後輸出 (T&E)

63 = 直輸出 (IE) 　
	

	保税運送番号
	12AN
	5‑16
	M
	保税運送申告番号。現在使用されている唯一の書式はCBPF-7512（CBPの検査及び許可を受けるべき物品の輸送通関申告並びに積荷目録）に記載されているところの従来の9桁の数値の保税運送番号である。この番号は左寄せされ、ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まない。
	

	合衆国内の仕向け港
	4N
	17‑20
	M
	即時輸送(61)申告については終着CBP港/空港、又は保税運送後輸出(62)申告については輸出港/空港、又は直輸出(63)申告については到着港/空港を表す国勢調査別表Ｄのコード。
	

	国外の仕向け地
	5N
	21‑25
	C
	保税運送後輸出(62)申告又は直輸出(63)申告の国外仕向け港/空港を表す国勢調査別表Ｋのコード。即時輸送(61)申告については空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。有効なｺｰﾄﾞについては、本章のﾚｺｰﾄﾞの識別子QP10,注1を参照のこと。
	

	フィラー
	55AN
	26‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS30 (出力)
この必須の出力ﾚｺｰﾄﾞは特定の船荷証券に関連する通知情報から成る。このﾚｺｰﾄﾞは必要な回数だけ繰り返される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS30 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に30に等しくなければならない。
	

	処分ｺｰﾄﾞ
	2AN
	3‑4
	M
	受取人に船荷証券について取られた告示措置を知らせるｺｰﾄﾞ。有効な処分　ｺｰﾄﾞは本刊行物の補遺Nに掲載されている。
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ

	4AN
	5‑8
	M
	実際にその船荷証券を発行した当事者の運送会社識別ｺｰﾄﾞ(SCAC)を表すｺｰﾄﾞ。証券の発行者を船舶運航者と混同してはならない。このｺｰﾄﾞは海上船荷証券について必須である。FTZ又は保税倉庫からの引取りに基づく保税移送において、もし、運送業者のSCACがないか若しくはそれが分からないなら、その運送業者のSCACに代えてFTZ又は保税倉庫のFIRMSｺｰﾄﾞを使用できる。FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。 
	

	ﾏｽﾀｰ船荷証券　番号
	12AN
	9‑20
	M
	積荷目録に記載されているところのﾏｽﾀｰ船荷証券番号。もし、その番号が12桁未満なら、それは左寄せされる。ｽﾍﾟｰｽ､ﾊｲﾌﾝ(-)､ｽﾗｯｼｭ(/)又は特殊文字を含まぬこと。
	

	ﾊｳｽ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	21‑24
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	25‑36
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ
	4AN
	37‑40
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	ｻﾌﾞ･ﾊｳｽ船荷証券番号
	12AN
	41‑52
	C
	このﾌｨｰﾙﾄﾞは将来使うためにとってある。  空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	

	数量
	10N
	53‑62
	M
	処分ｺｰﾄﾞにより指示される措置の影響を受ける船荷証券/航空貨物運送状に関する（貨物の）総個数を表す数値。
	

	負符号標識
	1A
	63
	C
	処分ｺｰﾄﾞ1A, 1B 又は1C（の数量）に対して負数が対応付けられている場合はｺｰﾄﾞN、そうでなければ、空白［ｽﾍﾟｰｽ］で埋めること。
	

	実行日程
	6N
	64‑69
	M
	当該処置がCBP又は別の連邦機関によって公認された日付、若しくは、当該処置が生ずる予定になっていた日付を表すYYMMDD（年、月、日）形式での日付。
	

	実行時刻
	4N
	70‑73
	M
	CBPへのその送信が処理されたその時刻を表すHHMM（時、分）24時間表示形式での時刻。
	

	保税運送業者　　ｺｰﾄﾞ
	4X
	74‑77
	M
	保税運送業者の、運送会社識別コード(SCAC)又は国際航空運送協会ｺｰﾄﾞ(IATA)を表すコード。FTZ又は保税倉庫からの引取りに基づく保税移送において、もし、運送業者のSCACがないか若しくはそれが分からないなら、その運送業者のSCACに代えてFTZ又は保税倉庫のFIRMSｺｰﾄﾞを使用できる。FIRMSｺｰﾄﾞは拡張子XRBﾌｧｲﾙで識別されなければならない。
	

	フィラー
	3AN
	78‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS40 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、特定の船荷証券に関連する追加の通知情報から成る。このﾚｺｰﾄﾞは、使うとすれば、関連するNS30ﾚｺｰﾄﾞの直後に続く。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS40 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に40に等しくなければならない。
	

	申告種類
	2N
	3‑4
	C
	その申告の類別区分を表す符号。申告種類符号は本刊行物の補遺Bに掲載されている。
	

	申告番号
	15AN
	5‑19
	C
	CBPの申告番号或いは様式番号、又は規制条項を表すｺｰﾄﾞ。
	

	処置が行われる地区/通関地
	4N
	20‑23
	M
	その（CBPの）措置が生じた場所を表す国勢調査別表Ｄの通関地符号。処分ｺｰﾄﾞ1Wの状態通知については、常に9900とする。
	

	FIRMS ｺｰﾄﾞ
	4AN
	24‑27
	C
	当該物品の所在地を表す施設情報ﾘｿｰｽ管理ｼｽﾃﾑ[FIRMS]ｺｰﾄﾞ。NS30（ﾚｺｰﾄﾞ）において、ﾏｽﾀｰ船荷証券番号発行人ｺｰﾄﾞ及び保税運送業者ｺｰﾄﾞの代わりに（QP10/20,WP20ﾚｺｰﾄﾞで入力された）そのFIRMSｺｰﾄﾞが提供される場合、それらはきっとここで提供されるFIRMSｺｰﾄﾞと一致するだろう。
	

	ｺﾝﾃﾅ番号
	14AN
	28‑41
	C
	当該船荷証券番号と関連するｺﾝﾃﾅ/機器番号。
	

	フィラー
	39AN
	42‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS50 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、（処分の対象）船荷証券の告示又は輸入輸送機関の状態に関連する備考から成る。一つの船荷証券(NS30)ﾚｺｰﾄﾞにつき、わずか２個の備考(NS50)ﾚｺｰﾄﾞしかない。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS50 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に50に等しくなければならない。
	

	備考
	45X
	3‑47
	M
	船荷証券/航空貨物運送状が保留される理由。備考は保留数量又はその他の情報を含めることができる。
	1

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


「注
1」
(ANSI) X.12ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ規約に従う、２個の(NS50)ﾚｺｰﾄﾞ・備考を生成する（２つの）投稿コードがある。NS 50 ﾚｺｰﾄﾞは両方とも、その最大許容量が３０文字である。 

ﾚｺｰﾄﾞの識別子NS60 (出力)
この条件付出力ﾚｺｰﾄﾞは、それについて（ｺﾝﾃﾅ）状態通知(NS60)が発行される(NS30)船荷証券と関連する全てのｺﾝﾃﾅを識別する。各（船荷）証券状態通知(NS30)ﾚｺｰﾄﾞ毎に、　ｺﾝﾃﾅ状態通知(NS60)ﾚｺｰﾄﾞの最大使用限度は999個となる。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 NS60 (出力)

	データ要素
	長さ/　部類
	位置　（桁）
	状態
	説明
	注記

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	2N
	1‑2
	M
	常に60に等しくなければならない。
	

	ｱｸｼｮﾝ標識
	1N
	3
	C
	１（数字の１）と言うｺｰﾄﾞは、NS30ﾚｺｰﾄﾞで指示される処分措置がｺﾝﾃﾅ単位でそのｺﾝﾃﾅに対し具体的に取られる措置であることを示す。空白［ｽﾍﾟｰｽ］は処分措置がｺﾝﾃﾅ単位でそのｺﾝﾃﾅに対し取られる措置ではないことを示す。
	

	ｺﾝﾃﾅ番号
	14AN
	4‑17
	C
	当該船荷証券/航空貨物運送状と関連するｺﾝﾃﾅ/機器番号。
	

	封印番号1
	15AN
	18‑32
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する輸出者/運送業者の封印番号。
	

	封印番号2
	15AN
	33‑47
	C
	当該ｺﾝﾃﾅと関連する輸出者/運送業者の封印番号。
	

	フィラー
	33AN
	48‑80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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